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論文の内容の要旨
本論文は、軽水炉の事故時における運転員の迅速かつ的確な事故状態把握を可能にするための、原子炉水
位計ならびに炉心出口温度計の事故時の特性を、実炉を模擬した実証実験により検証するとともに、それら
の統合効果について実験的に調べたものである。
まず、蒸気発生器出口プレナム上端とループシール下端までの差圧計測からループ部への蓄水量を言1-測す
るための新しい水位計を新たに提案するとともに、新しい水位計と既存の 2種の水位計とをあわせることに
よって、初期状態から炉心過熱開始時点までの炉心の保有水量変化を把握することができることを示した。
これら 3種類の水位計を組み合わせることによって、既存の原子炉水位計の保有水量検出不感帯を補うこと
カfできることを明らかにしたD
次に、炉心過熱検出用炉心出口温度計の事故時個別特性を実験的に明らかにし、炉心出口温度計を用いた
炉心過熱の計測が、ホットレグからの流下水の影響を受けることを示し、実機条件に適用するために必要と
なる検出特性を明らかにした。
その上で、これら水位計3穫と炉心出口温度討を統合する指標計装システムを構成することにより、事故
状態検知に有用なアクシデントマネジメント指標となることを示した。更に、これらに、加圧器庄力計を加
えた軽水炉指標計装システムを統合することによって、アクシデントマネジメントに有用な指標計装システ
ムとなることを示した。
最終的に、軽水炉のアクシデントマネジメント策に重要な要素技術として、 1次系保有水量検出に役立つ
水位計3種と炉心過熱検出用炉心出口温度計の事故時個別特牲を明らかにし、それらを統合する効果を示し
た。またそれらの実機適用性を考察し、アクシデントマネジメント策に有用な指標計装システムを提起した。
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審査の結果の要旨
本研究は、軽水炉のシピアアクシデント時における、 l次系保有水量検出のための新しい水位計システム
を提案するとともに炉心過熱検出用炉心出口温度計の事故時特性を明らかにしたものであり、運転員の迅速
かつ的確な事故状態把握を可能にする計装システムを提案している。本研究の成果は、自本のエネルギーセ
キュリティーにおいて主要な役割を担っている軽水炉のシビアアクシデントを妨止するためのアクシデント
マネジメントを可能とするものであり、軽水炉の安全を更に担保するための重要な要素技術を提案しており、
実用上極めて重要な成果を得ているものと認められる。
よって、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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